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次号予告（第73巻・第 2号）
原 著

随時尿による食塩・カリウム推定摂取量と尿ナ

トリウム/カリウム比の10年後の比較：NIPPON 
DATA2010 ···························北岡かおり， 他

高齢者における地域の人々とのつながり観とそ

の関連要因 ·······························吉田明日香， 他

パンデミック時の行政保健師による電話を用い

た COVID-19患者の在宅療養支援への対応技

術の明確化 ···································有馬和代， 他

公衆衛生活動報告
アルコール等依存症者家族の実態把握と支援体

制の検討 ······························妹尾優佳里， 他

資 料
日本における 0～18歳の子育てに要する費用の調

査：ウェブアンケート調査2024 
 ·············································三澤奈菜， 他

男性労働者における女性の月経に伴う症状等へ

の知識と年代， 職位， 配偶者・パートナーの

有無との関連：横断研究 ···········山田秀彦， 他

特定健康診査の受診率向上に向けた工夫の明文

化と実態分析：「保健事業カルテ」を活用した

実態の把握 ······························横山芳乃， 他

新年を迎えました。きりっと引き締まった空気を吸

いながら外出すると， いつもの出勤であっても気分が引

き締まります。保健・医療の領域では経済面などを中心

に厳しい状況が続いていますが， 最近はその悪影響につ

いてメディアなどで取り上げられることが多くなってい

ます。改善に向かうことを願うばかりです。

第73巻 1 号では， 総説 1 編， 原著論文 1 編， 公衆衛

生活動報告 3 篇， 資料 1 編と， 多彩な論文が掲載されて

います。総説では， 日本で働く外国人労働者における労

働災害の現状が報告されています。産業ごとに特化した

問題と共通の問題があることが示されています。原著論

文では， 新任保健師の実践能力を高めるにあたり， その

管理者となる保健師が認識している困難要因に関し報告

しています。実践能力のうち高めるのが難しい点と， 困

難感に関連する要因について示されています。公衆衛生

活動報告の 1 編目では， 国際保健分野での経験を持つ者

がその能力を国内地域保健にどのように応用できるかに

ついて検討し， 当該経験者が地域保健においても十分そ

の能力を発揮できる可能性を示しています。2 編目では

公衆浴場における衛生管理状況とレジオネラ属菌の検出

状況について検討し， 遊離残留塩素濃度や集毛器の洗

浄・消毒が重要であることを示しています。3 編目で

は， 屋外喫煙所の周囲で微小粒子状物質濃度を測定し，

受動喫煙防止の観点から屋外喫煙所の適切な設計につい

て考察しています。資料では， 生活困窮者への健康・食

生活支援における情報収集や共有の実態， 諸組織の連携

状態などについて報告されています。

一時期に比べ， 論文で取り上げられる課題が多様に

なってきたようで， 良いことであると思います。お気づ

きの点についてぜひおまとめ頂き， 本誌にご投稿くださ

るよう， 心よりお待ちいたしております。 （朝倉敬子）


